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デジタル時代の著作権協議会（CCD） 

平成１６年度 著作権ビジネス研究会 活動計画 
 
平成１４年度から実施している、デジタル化、ネットワーク化時代にふさわしい著作権

および著作隣接権の契約や流通のあり方についての検討を継続する。 
特に、知的財産推進本部において策定された「知的財産の創造、保護及び活用に関する

推進計画」に示されたコンテンツ流通のためのシステム整備について現場の視点での具体

的な検討を行う。 
 なお、権利情報の公開・共有化に関する検討については、CCD会員以外の参加者も受け
入れるオープン・プロジェクトを設置し、昨年度とりまとめた報告書「著作権等の権利団

体における情報管理のあり方」を基にさらに検討を深める予定である。 
 
【主な検討課題】 
・ 権利情報の公開・共有化の研究 
・ 著作権保護技術の動向 
・ コンテンツ流通における権利処理のあり方 
・ 各種配信事業者の現状／ビジネススキームの研究 
・ 著作権等管理事業者の現状  
など。 


